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孤独・孤立問題に向き合う特
集

　

孤
独
・
孤
立
へ
の
注
目

　

近
年
、社
会
現
象
と
し
て
の
孤
独
・
孤
立
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
あ
げ
ら
れ
る
機
会
も
増
え
、
孤
独
や
孤
立
が
セ
ン
セ
ー
シ

ョ
ナ
ル
な
事
件
や
社
会
問
題
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
〇
二
一
年
一
二
月
、大
阪
市
北
区
で
お
き
た
放
火
殺
人
事
件
で
は
、死

亡
し
た
容
疑
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
「
死
ぬ
と
き
く
ら
い
注
目
さ
れ
た

い
」
と
検
索
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
孤
独
・
孤
立
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。

自
殺
や
虐
待
の
要
因
と
し
て
孤
立
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　

二
〇
二
一
年
二
月
に
は
、
内
閣
官
房
に
孤
独
・
孤
立
対
策
担
当
室
が
設

置
さ
れ
、
二
〇
二
二
年
四
月
に
は
、
同
室
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
孤
独

・
孤
立
の
実
態
把
握
調
査
の
結
果
が
示
さ
れ
た
。
満
一
六
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
し
た
こ
の
調
査
で
、
孤
独
感
が
「
し
ば
し
ば
あ
る
・
常
に
あ
る
」

と
回
答
し
た
人
は
四
・
五
％
、「
時
々
あ
る
」
は
一
四
・
五
％
、「
た
ま
に

孤
独
・
孤
立
問
題
に
向
き
合
う

孤
独
・
孤
立
問
題
の
背
景
と
政
策
対
応

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
の
背
景
に
、
人
び
と
の
孤
独
・
孤
立
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
、

政
府
も
担
当
大
臣
を
置
い
て
取
り
組
み
を
始
め
た
。
と
は
い
え
、こ
の
問
題
に
は
特
有
の
難
し
さ
も
潜
む
と
い
う
。

孤
独
・
孤
立
問
題
に
関
す
る
研
究
者
に
、
問
題
の
背
景
を
解
説
い
た
だ
い
た
。

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授

石
田
光
規

あ
る
」
は
一
七
・
四
％
で
あ
っ
た
。

　

三
五
％
強
の
人
が
孤
独
感
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
社
会
に
驚

き
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
日
本
社
会
で
孤
独
・
孤

立
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
を
整
理
し
、
孤
独
・
孤
立
が
な
ぜ

「
問
題
」
な
の
か
、
政
策
的
対
応
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
論
じ

て
ゆ
く
。

　

日
本
社
会
の
孤
独
・
孤
立
問
題
の
変
遷

三
つ
の
区
分

　

孤
独
・
孤
立
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
よ
り
も
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
前
か
ら
戦
後
し
ば
ら
く
の
間
ま
で
の
日
本
社
会
は
、

第
一
次
産
業
人
口
が
多
く
を
占
め
る
農
業
社
会
で
あ
っ
た
。
農
村
で
問
題

視
さ
れ
て
い
た
の
は
、
孤
独
・
孤
立
よ
り
も
む
し
ろ
、
強
す
ぎ
る
集
団
的

い
し
だ
・
み
つ
の
り

一
九
七
三
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
東
京
都
立
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
単
位
取
得
退
学
。
博
士（
社

会
学
）。
大
妻
女
子
大
学
専
任
講
師
、
准
教
授
、
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
准
教
授
を
経
て
二
〇
一
六

年
よ
り
現
職
。
孤
立
や
つ
な
が
り
づ
く
り
な
ど
、
現
代
社
会
の
人
間
関
係
に
焦
点
を
あ
て
て
研
究
を
し

て
い
る
。
著
書
と
し
て
『「
人
そ
れ
ぞ
れ
」
が
さ
み
し
い
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
二
二
年
）、『
友
人
の
社

会
史
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
二
一
年
）、『
孤
立
不
安
社
会
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
八
年
）、『
つ
な
が
り

づ
く
り
の
隘
路
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
多
数
。
二
〇
二
一
年
一
一
月
か
ら
内
閣
官
房
孤

独
・
孤
立
対
策
担
当
室
「
孤
独
・
孤
立
対
策
の
重
点
計
画
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
委
員
。

体
質
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
で
も
「
村
八
分
」
の
よ
う
な
形
で
、孤

独
・
孤
立
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
社
会
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
る
ま
で
に

は
い
た
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

戦
後
の
孤
独
・
孤
立
問
題
の
経
緯
を
た
ど
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
の
第

一
期
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
の
第
二
期
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
第
三
期

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
つ
い
て
簡

単
に
ま
と
め
て
ゆ
こ
う
。

一
九
七
〇
年
代
：
孤
独
・
孤
立
へ
の
注
目

　

孤
独
・
孤
立
に
最
初
に
注
目
が
集
ま
っ
た
の
は
、
高
度
経
済
成
長
を
通

じ
、
日
本
社
会
に
大
き
な
構
造
変
動
が
生
じ
た
一
九
七
〇
年
代
初
頭
で
あ

る
。

　

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
日
本
社
会
は
、
働
く
父
親
と
家
庭
を

守
る
母
親
が
つ
く
る
核
家
族
が
「
標
準
」
と
さ
れ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
社
会

へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
。
閉
鎖
的
な
農
村
社
会
か
ら
解
き
放
た
れ
た
人
び
と

は
、
家
族
と
会
社
に
再
度
取
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
社
会
へ
の
変
貌
は
、
世
帯
の
核
家
族
化
を
押
し
進
め
る

と
同
時
に
、
孤
独
・
孤
立
の
問
題
を
生
み
出
し
た
。
そ
こ
で
の
注
目
は
、
子

ど
も
と
離
れ
て
く
ら
す
単
身
高
齢
者
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
に
は
「
一

人
ぐ
ら
し
の
高
齢
者
」
の
事
故
を
扱
う
新
聞
記
事
が
増
え
、
厚
生
省
（
当

時
）
や
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
も
実
態
調
査
を
行
っ
た
。

　

し
か
し
、
当
時
の
孤
独
・
孤
立
問
題
は
、
高
齢
者
福
祉
問
題
に
収
斂
さ

れ
、
注
目
の
度
合
い
は
、
相
対
的
に
う
す
か
っ
た
。

一
九
九
〇
年
代
半
ば
：
被
災
者
の
問
題
と
し
て

　

次
に
、
孤
独
・
孤
立
に
注
目
が
集
ま
る
の
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が

発
生
し
た
一
九
九
五
年
で
あ
る
。阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
お
り
に
は
数
多
く

の
被
災
者
が
仮
設
住
宅
に
入
居
し
た
。
額
田
勲
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仮

設
住
宅
で
は
孤
独
死
が
頻
発
し
た
。
震
災
を
契
機
と
し
て
改
め
て
、
孤
独

・
孤
立
に
注
目
が
集
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

額
田
が
著
書
『
孤
独
死
』（
岩
波
書
店
刊
）
で
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、

仮
設
住
宅
で
発
生
し
た
「
孤
独
死
」
は
、災
害
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、震

災
前
の
被
災
地
が
も
と
も
と
抱
え
て
い
た
矛
盾
を
あ
ぶ
り
出
し
た
も
の
で

あ
る
。
孤
独
死
し
た
人
は
、
も
と
も
と
身
寄
り
が
な
く
仮
設
住
宅
に
身
を

寄
せ
た
人
が
多
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
被
災
地
に
お
け
る
孤
独
・
孤
立

問
題
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
展
開
さ
れ
る
議
論
を
先
取
り
し
て
い
た
と
言

っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
、
社
会
現
象
と
し
て
の
孤
独
・

孤
立
に
注
目
が
集
ま
る
機
運
は
生
ま
れ
ず
、
孤
独
・
孤
立
は
高
齢
者
や
被


